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人
命
救
助
で
署
長
感
謝
状

勝
本
浦
の
４
人
に
、
壱
岐
署

県警・白バイ隊員が来島
2 小学校で交通安全教室など

県防災航空隊と合同訓練
市消防本部

市
民
の
力
作
、熱
演
光
る

市
美
術
展
・
文
芸
祭
・
芸
能
祭

芸能祭の胴突き祝唄

ヘリを使った救助訓練

美術展・山口幹雄賞

文芸祭

壱
岐
を
元
気
に
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

24
日
、文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
者
を
募
る

壱
岐
四
国
八
十
八
ヶ
所

お
へ
ん
ろ
の
旅

三
類
感
染
症
に
２
人

壱
岐
保
健
所
が
予
防

徹
底
呼
び
か
け
る

　
本
市
の
文
化
シ
ー
ズ
ン
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
本
市
最
大

の
美
術
展
・
第
56
回
市
美
術
展

覧
会
が
16
日
か
ら
郷
ノ
浦
町
、

文
化
ホ
ー
ル
・
中
ホ
ー
ル
で
18

日
ま
で
開
か
れ
、
17
日
に
は
同

ホ
ー
ル
の
旧
郷
土
館
ス
ペ
ー
ス

で
文
芸
祭
が
催
さ
れ
、
同
ホ
ー

ル
・
大
ホ
ー
ル
で
18
日
、
第
40

回
記
念
芸
能
祭
が
、
今
回
も
「
わ

れ
ら
み
な
主
役
」
と
開
か
れ

た
。

　
美
術
展
で
は
、
入
賞
し
た
▽

絵
画
11
人
▽
彫
塑
・
工
芸
10
人

▽
書
10
人
▽
写
真
11
人
矢
審
査

員
の
作
品
な
ど

が
展
示
さ
れ
、

初
代
壱
岐
文
化

協
会
長
を
務
め

た
故
山
口
幹
雄

氏
を
検
証
す
る

山
口
幹
雄
賞
に

は
写
真
の
部
か

ら
、

勝

本

浦
、

松
尾
賢
一
さ
ん

が
原
の
辻
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
行
わ

れ
た
収
穫
祭
で
、
参
加
し
て
い

た
親
子
の
姿
に
感
動
し
て
写
し

た
作
品
「
秋
色
の
中
で
」
が
選

ば
れ
た
。
ま
た
、
今
回
の
美
術

展
は
県
展
移
動
展
と
一
緒
に
行

わ
れ
た
。

　
文
芸
祭
は
、
募
集
し
た
短

歌
、
俳
句
、
川
柳
の
入
選
作
品

の
発
表
と
表
彰
、
「
し
ま
の
文

芸
を
訪
ね
て
～
先
人
に
学
ぶ

～
」
と
し
た
講
演
が
あ
り
、
芸

能
祭
で
は
、
民
話
劇
、
大
正
琴
、

舞
踊
、
詩
吟
、
筝
曲
、
民
謡
、

コ
ー
ラ
ス
な
ど
が
文
化
ホ
ー
ル

の
大
舞
台
で
披
露
さ
れ
、
特
別

出
演
と
し
て
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
ホ

オ
キ
パ
、
勝
本
胴
突
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
16
人
が
「
胴
突
き
祝

唄
」
を
披
露
し
た
。

＊
各
賞
入
賞
者
の
銘
な
ど
4
面

に
掲
載
。

　
壱
岐
署
は
19
日
、
勝
本
町
勝

本
浦
、
自
営
業
、
中
上
泰
男
さ

ん
（
79
）
と
団
体
職
員
、
篠
崎

秀
剛
さ
ん
（
41
）、
自
営
業
、

永
田
勇
一
さ
ん
（
59
）、
同
、

大
久
保
篤
人
さ
ん
（
43
）
の
4

人
を
人
命
救
助
に
よ
り
署
長
感

謝
状
を
贈
っ
た
＝
写
真
＝
。

　
４
人
は
10
月
28

日
、
同
浦
の
海
岸

で
、
誤
っ
て
海
中

に
転
落
し
た
高
齢

の
女
性
（
87
）
を

見
つ
け
、
連
携
し

て
そ
の
女
性
を
助

け

上

げ
、

心

臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

し
て
救
助
し
た
。

そ
の
女
性
は
救
急

車
で
病
院
に
搬
送

さ
れ
無
事
で
、
４

人
の
迅
速
で
的
確

な

判

断
、

救

助

活
動
に
対
し
て
感

謝
状
の
贈
呈
が
決

ま
っ
た
と
い
う
。

　
県
警
本
部
交
通
機
動
隊
・
白

バ
イ
隊
の
男
性
の
隊
員
と
女
性

隊
員
の
２
人
が
来
島
し
て
9

日
、
芦
辺
町
、
田
河
小
学
校
は

午
前
中
、
郷
ノ
浦
町
、
初
山
小

学
校
で
は
午
後
か
ら
、
交
通
安

全
教
室
が
開
か
れ
た
。

　
児
童
た
ち
は
白
バ
イ
隊
員
や

壱
岐
警
察
署
員
か
ら
、
正
し
い

道
路
の
歩
き
方
や
自
転
車
の
乗

り
方
な
ど
に
つ
い
て
の
指
導
を

受
け
、
隊
員
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
走
行
の
見
学
、
止

め
た
白
バ
イ
へ
の
乗
車
体
験
な

ど
行
わ
れ
、
女
子
児
童
た
ち
か

ら
女
性
隊
員
に
「
大
人
に
な
っ

た
ら
自
分
も
隊
員
に
な
っ
て
み

た
い
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で

す
か
」
な
ど
の
質
問
が
聞
か

れ
、
隊
員
た
ち
は
「
ま
ず
、
警

察
官
に
な
る
た
め
の
試
験
を
受

け
て
合
格
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
か
ら
、
今
は
ス
ポ
ー
ツ
や
勉

強
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
答
え
て
い
た
。

　
市
消
防
本
部
は
13
日
、
郷

ノ
浦
町
、
大
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
県
防
災
航
空
隊
と
の
合
同

救
助
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
訓
練
に
は
市
消
防
本
部
か

ら
約
30
人
、
航
空
隊
か
ら
６

人
が
参
加
。
防
災
ヘ
リ
に
よ

る
吊
り
上
げ
救
助
訓
練
な
ど

を
行
い
、
連
携
を
確
認
し
た
。

　
訓
練
は
市
民
に
公
開
さ
れ
、

訓
練
を
前
に
防
災
ヘ
リ
の
展

示
も
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
ら

が
記
念
撮
影
す
る
姿
が
見
ら

れ
た
。

　
市
内
在
住
の
高
齢
の
女
性

（
66
）
が
О
１
５
７
に
感
染
、

ま
た
、
О
２
６
に
市
内
に
住
む

女
児
（
８
）
が
感
染
し
た
。
高

齢
の
女
性
は
入
院
中
だ
が
快
方

に
向
か
っ
て
お
り
、
女
児
は
現

在
回
復
し
て
い
る
。

　
壱
岐
保
健
所
は
今
年
、
管
内

で
現
在
４
人
が
発
症
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
▼
調
理
や
食
事

前
、
ト
イ
レ
や
オ
ム
ツ
交
換
の

後
な
ど
に
は
、
手
洗
い
を
石
鹸

と
流
水
に
よ
り
丁
寧
に
行
い
、

清
潔
な
タ
オ
ル
や
ペ
ー
パ
ー
タ

オ
ル
で
手
を
ふ
く
▼
浴
槽
は
洗

浄
し
て
清
潔
を
保
ち
、
下
痢
症

状
が
み
ら
れ
る
場
合
は
入
浴
を

控
え
る
か
シ
ャ
ワ
ー
浴
か
最
後

に
入
る
▼
汚
染
部
分
や
人
の
手

が
触
れ
る
部
分
（
ド
ア
ノ
ブ
な

ど
）
を
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
な

ど
で
丁
寧
に
消
毒
す
る
▼
肉
・

魚
・
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
は

新
鮮
な
も
の
を
購
入
し
賞
味
期

限
を
守
る
。
調
理
は
十
分
に
加

熱
（
食
品
の
中
心
温
度
75
度
、

1
分
以
上
）
し
て
す
ぐ
に
食
べ

る
よ
う
に
し
、
保
存
す
る
場
合

は
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
よ
う
に
す

る
ー
な
ど
と
、
予
防
を
徹
底
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
市
内
の
太
鼓
・
ダ
ン
ス
な
ど
８

団
体
と
沖
縄
の
創
作
エ
イ
サ
ー
団

体
に
よ
る
壱
岐
を
元
気
に
す
る
イ

ベ
ン
ト
「
一
支
国
倭
人
伝
説
」
を

24
日
午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
で
の

２
時
間
、
勝
本
町
、
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
る
。

　
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
と
銘

打
っ
て
行
わ
れ
、
入
場
は
無
料

と
な
っ
て
い
る
が
、
会
場
に
募

金
箱
を
設
置
し
て
協
力
を
呼
び

掛
け
る
。
問
い
合
わ
せ
な
ど
壱

岐
を
元
気
に
す
る
会
・
久
保
田

恒
憲
会
長
（
電
話
０
９
０
―

８
６
６
８
―
６
７
８
１
）
へ

　
壱
岐
交
通
（
株
）
の
バ
ス
ガ

イ
ド
、
伊
佐
藤
由
紀
子
さ
ん

が
、
「
人
生
の
歩
み
の
中
で
の

様
々
な
思
い
を
胸
に
、
な
ご
み

の
旅
へ
と
誘
う
」
と
し
て
「
壱

岐
四
国
八
十
八
ヶ
所
お
へ
ん
ろ

の
旅
」
を
企
画
、
参
加
者
を
募
っ

て
い
る
。

　
日
程
は
、
▽
12
月
４
日
（
火
）

一
番
～
二
十
七
番
札
所
▽
12

月
７
日
（
金
）
二
十
九
番
～

五
十
二
番
札
所
（
二
十
八
番
札

所
は
途
中
に
入
る
）
▽
12
月
11

日
（
火
）
五
十
三
番
～
七
十
二

番
札
所
▽
12
月
12
日
（
水
）

七
十
三
番
～
八
十
八
番
札
所
、

時
間
・
費
用
は
い
ず
れ
も
午
前

８
時
～
午
後
６
時
、
１
５
０
０

円
（
弁
当
、
お
茶
付
）。

　
申
し
込
み
は
住
所
、
氏
名
、
電

話
を
記
入
し
F
A
X
で
伊
佐
藤

由
紀
子
さ
ん
ま
で
。
25
人
以
上

で
実
施
。
決
定
し
だ
い
、
申
し

込
み
者
に
連
絡
す
る
。
F
A
X

０
９
２
０
―
45
―
１
５
８
３


